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[花き部門 令和３年度 指導参考資料] 

事 項 名 トルコギキョウ抑制栽培の赤色 LED 電照による開花抑制・切り花品質向上効果 

ね ら い 

高温・長日条件下で早期開花と切り花品質の低下を起こしやすいトルコギキョウ抑制栽

培において、定植後から発蕾期までの夜間赤色 LED 電照による開花抑制及び切り花品質向

上効果を確認したので参考に供する。 

指 

 

導 

 

参 

 

考 

 

内 

 

容 

１ 赤色 LED による電照処理 

 (1) 赤色 LED 電球（鍋清㈱ DPDL-R-9W 波長 630nm）を畦上に 1.5m の高さに２m間隔で設

置する。 

 (2) 電照期間は、定植後から発蕾期までとする。 

 (3) 電照時間は、終夜（16時から８時）又は 18 時から０時までの６時間とする。 

    

２ 赤色 LED 電照による効果 

 (1) 発蕾期、採花期が抑制され、早期開花を防止できる（表１、表２）。 

 (2) 節数の増加により切り花長は長く、切り花重は重くなる。また、花蕾数も増えるこ

とから切り花品質が向上する（表１、表２）。 

 

３ 導入経費 

  電球とケーブルを合わせて畦 10ｍ当たり約２万円である。 

期待される

効 果 

 

 赤色 LED 電照により、早期開花の防止と切り花品質の向上が図られ、抑制作型における

安定生産に寄与する。また、畦単位での処理により、採花期が計画的に分散され、採花・

調整に要する労働のピークを平準化できる。 

 

利 用 上 の 

注 意 事 項 

 本成果は赤色 LED 電球（鍋清㈱ DPDL-R-9W 波長 630nm）を畦上に 1.5m の高さに２m間隔

で設置して得られた結果である。 
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【根拠となった主要な試験結果】 

表１ 電照の有無が発蕾期、採花盛期及び切り花品質に及ぼす影響     （令和元年 青森農林総研）   

 

 

 表２ 電照時間が発蕾期、採花盛期及び切り花品質に及ぼす影響     （令和２年 青森農林総研） 

 

 

 

 

【耕種概要】 

１ 播  種 ４月８日(R1,R2) 288 穴セルトレイ使用、用土は「ガッチリくん花用」 

２ 種子冷蔵処理 播種後にセルトレイをビニールで覆い、10℃暗黒で 29(R2)～31(R1)日の冷蔵処理 

３ 定  植 ６月 21 日(R1)、６月 18日(R2) 

４ 栽植様式 ベット幅 85cm、株間 12cm・条間 12cm の中１条あけ６条植え 白黒ダブルマルチ被覆 

５ 施 肥 量 R１作付前 EC 0.50mS/cm［基肥］N:P:K 各 0.5kg/a［追肥］N:0.2,P:0.1,K:0.2kg/a 

       R２作付前 EC 1.50mS/cm 基肥・追肥なし 

 

 


